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2D5 中国のテクノポリスの 現状分析 

0 張 晶 ( 中国管理科学研究中心 ) 

テクノポリス 或いはサイエンスパークと 呼ばれるハイテク 産業と R&D 機構の 

集中団地は・ 中国では新技術開発 区 ( 以下 「開発 区 」と略称 ) と言われている。 

中国の開発区の 発生と発展は 世界の新技術革命の 挑戦に応じて 出来たものであ り， 中国経済の改革・ 開放政策の産物でもあ る。 現在，その事業の 開拓段階を終えて ，規模 と し て も 

相当なものとなっている。 国家に批准された 2 7 , 地方政府に批准された 1 1 , 

合計で 3 8 に達した。 
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2 年間の積立によって ， 1 9 9 0 年までに全国の 開発区の企業固定資産は 

2 4 . 6 億 元 ， 年末流動基金総額は 5 2 億 元 に達した。 現在， 開発区の従業人数は 

1 2 . 8 万人に達し， そのうち大卒以上の 教育を受けた 人は 3 5 . 2 % を占めている。 

1 9 9 0 年版国際サイェンスパーク 協会の統計によると ， 我が国の開発区の 

三つの指標 ( 企業数， 従業人数， 面積 ) は， 世界の進んでいるテクノポリス とサ イェン ス 

パークの指標に 近づいている。 例えば， 中国で上から 十番目までの 開発区の面積と ， 

国外のそれぞれとを 比べると， 中国の方が大きい。 ス ， 従業人数と企業数も 同じくらいか 

あ るいはオーバーしている。 ( 表 1 , 2 , 8 参照 ) 

我が国の開発 区 には次の特徴があ る。 

    上で 紹介したように・ 発展のスピードが 早い． 相当の規模になっている。 

2 .  開発 区 と地方経済の 発展とを密接に 結びつけた。 各地の開発 区は ， 地方政府の 

支持を得て， 地方経済の企画に 組みこまれている。 政府の指導者の 多くが， 

，科学技術によって 市 ( 省 ) を振興する。 ということを 重要な戦略の 一部と認めて 

いる。 開発区の生産高は 地方経済の総高のなかでも 段々大きくなってきた。 例えば 

桂林 市 開発 区は 1 9 9 0 年の工業生産 値を 4 0 0 0 万元増加させた。 

桂林市だけで 全市の 5 % をしめた。 

8 .  開発 区 における伝統産業への 影響が著しい。 

その 形再 と役割は ， ① 技術と製品の 移転によって 大中企業の活力をもたらしたばかり 

でなく・ 投資および建設の 重複を避けることが 出来た。 

一 Ⅰ 5 Ⅰ 一 



② R&D のテーマは伝統企業の 技術改造にむけられ ，その製品と 技術は国内市場を 

保証することが 出来た。 ③ 伝統企業の生産と 研究の潜在能力を 利用し， かつ 

開発 区 の 伏恵 政策とむすびつけて・ 製品の国内覚の 競争力を高めた。 
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では・ より早くおこなわれてきた。 R&D と産業と販売の 一体化の運営メカニズムは 

開発 区 発展の重要な 原因であ る。 

開発 区 における企業の 所有制は・ 国営， 民営， 合弁と多種類の 形で共存している。 

こうした企業はお 互い協力・ 競争してどれもすみやかに 規模が拡大している。 

6 . 金融部門の参与と 支持は開発区の 発展の保証であ る。 

ハイテク産業は 実際のところ 技術と資本の 結合と言えるわけであ る。 
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開発 因め ハイテク産業は 1 9 9 0 年までで， 国家からの投資は 6 億 元 しかないが， 

銀行や企業などからもらったお 金は 2 0 億元以上にもなっている。 

7 . 国際化は開発区の 発展方向であ る。 

世界の経済と 技術のボーダレス 化にともなって ，中国の開発 区 では， R&D と産業と販売の 一体化 

0% 宮 メカニズムは 企業の集団化， 国際化の条件になるばかりでなく ， そうした道を 

あ ゆまざるをえない。 1 9 8 9 年では 開発 区 における輸出の 出来た企業は 8 7 であ るが   

  9 9 0 年になると 1 5 1 になった。 こういった企業は 企業総数の 9 % でしかないが ， 

生産高は総高の 6 1 % を占めている。 

以上の分析により ， 中国の開発 区 はその歴史こそ 長くはないが ， 全体ですでに 

スタート段階を 経て ， 新しい段階を 上りはじめた。 

現在，まだ各開発 区の バランスはとれていないが ，全国の経済と 同じように， 礒 Ⅰ小平 

の 呼掛けに応じて ， もつと早くなることが 予想されるっ 
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